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1．  はじめに  

 秋田県大潟村に位置する八郎潟地区は，国営事業として造成された干拓地である．

元来の湖底のほとんどが軟弱粘土に覆われているため，農地や水利施設における不同

沈下が問題となっている．改修のための沈下量予測にはボーリング試験やサウンディ

ング試験等が用いられるため，多くの労力が必要になっている．本研究においては，土

壌物性と電気伝導度（EC）との関係性から農地及び水利施設における地盤調査手法を

検討する．  

2．  調査地  

 調査箇所は，八郎潟地区において特に沈

下の著しい D1 幹線用水路と F2 幹線用水

路である．調査箇所の概要を図 1 及び図 2

に示す．図中の点 D1B，点 F2B は，用水路

の改修のためにボーリング調査が実施さ

れた位置であり，これらの点を中心に幹線

用水路と平行になるような全長 200mの測

線を設定した．また，幹線用水路から 10m

以上離れた位置にも，図中に示すような点

D1B’と点 F2B’を設置し同様に測線を設定

した．また，点 D1B 及び点 F2B において

は表土の土壌試料採取を実施した．  

3．  方法  

 物理探査手法の一つである電磁探査により，土壌内部の見かけの電気伝導度分布 1)

を算出した．また，点 D1B，点 F2B における表土とボーリング調査から得られた深さ

3m の土壌試料について，1:5 水浸出法 2)により作製した土壌懸濁液をろ過した溶液を

用いて，各種イオン濃度及び電気伝導度，pH を測定した．  

4．  結果  

 電磁探査測定結果である見かけの電気伝導度(ECa)分布図を図 3～図 6 に示す．全測

定結果において深さ 2m 付近よりも深い領域において ECa が高い値となっている．八

郎潟地区は，かつて汽水湖であり湖底がヘドロ状の軟弱粘土であったことから，2m よ

り深い領域においては，塩分濃度の高い土壌や，高含水率の粘土地盤があると推測さ

れる．  

 表 1 に点 D1B の表土及び深さ 3m の土壌試料から，作製したろ過溶液についての各
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図 1 D1 幹線用水路概要  

Fig.1 D1 main waterway outline 

図 2 F2 幹線用水路概要  

Fig.2 F2 main waterway outline 
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種イオン濃度及び電気伝導度(EC1:5)，pH 測定結果を示す．また同様に点 F2B の結果を

表 2 に示す．どちらの箇所においても深さ 3m の土壌試料溶液の EC が高い値となって

おり，このことは電磁探査結果と整合するものと考えられる．また，深さ 3m の各種イ

オン濃度においては NO3
-以外のイオン濃度が高く，特に Na+濃度が高い値となってい

る．このことから，深さ 3m 地点には海水由来の塩分濃度の高い土壌が広がっているこ

とが推定される．  
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図  3 D1B 測線における ECa 

Fig.3 EC distribution of D1B survey line 

図  4 F2B 測線における ECa 

Fig.4 EC distribution of F2B survey line 

図  5 D1B’測線における ECa 

Fig.5 EC distribution of D1B’ survey line 

図  6 F2B'測線における ECa 

Fig.6 EC distribution of F2B’ survey line 

表１ イオン濃度及び EC，pH 測定結果（D1B）  

 表土  深さ 3m 

Cl-(mg/L) 4.50 220.0 

Na+(mg/L) 5.50 

6.00 

835.0 

840. Ca2+(mg/L) 11.00 

10.00 

210.0 

240. K+(mg/L) 19.00 

19.00 

28.0 

27 NO3
-(mg/L) 

 

205.0 

220.00 

47.5 

52.00 SO4
2-(mg/L) 5.00under 100.0over 

pH 7.05 

7.10 

3.30 

3 EC(mS/m) 17.05 

17.10 

575.0 

580.00 
 

表２ イオン濃度及び EC，pH 測定結果（F2B）  

 表土  深さ 3m 

Cl-(mg/L) 2.50 290.0 

Na+(mg/L) 5.00 

5.00 

485.0 

480.00 Ca2+(mg/L) 8.00 

8.00 

130.0 

130.00 K+(mg/L) 2.50 

2.00 

53.0 

52.00 NO3
-(mg/L) 99.0 

110.00 

64.5 

 SO4
2-(mg/L) 5.00under 100.0over 

pH 7.00 

7.00 

3.60 

3.60 EC(mS/m) 6.55 

6.50 

550.0 

550.00 
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